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第 4 7 図 版鶏の骨格
47．鶏の骨格
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に託そうとするためであり，趾骨が大きく放射状に
開いているのも‘負匝の闘節を容易にするためであ
る。趾は第一～四趾があり，第五趾（人の小指）を
欠く。第一趾（39〕だけが後方に向かって負亜のバ
ランスをとる．足根骨を欠く．
前肢骨は上記のように風の基礎となるため，この
目的に沿うように適応していて，歩行にまったく関
係がない．前肢の自由肢骨の構成要素は家畜のもの
とほぼ同操だが（62頁)，手根骨以下の減数が著し
い。

前肢帯では周甲骨のほかに，よく発達した烏口骨
coracoidboneと，両側の鎖骨が結合した特有の癒
合鎖骨furculaがある．
後肢帯の榊成要素は家畜と同様で寛骨となるが，
開放性骨錠''(両側の恥骨が正中線で結合しない）
であり，また，複合仙骨（98頁参照）と結合して強
固な甲状の腰部骨格を造る．

骨格全体の観察（家禽と家畜の相違）
胴骨家禽は頚椎の数が多いから一般に頚が長
く，しかも哺乳類のように一定数（７個）ではな
く，頚の長さの相違によって頚椎の数が違う｡
比較的大きい頭蓋を支えるために頚はＳ型に湾曲
し，歩行の際の反動が直接脳に衝撃を与えるのを緩
和する．頭蓋もできるだけ軽くする必要から，骨質
が薄いか，または空洞に宙む（301図参照)．頚椎が
極めて可動的であるのに反し，胸椎以下はほとんど
不動で，わずかに尾椎が活発に運動するだけである．
肢骨前肢骨が翼の基礎となって，体を支えると
いう本来の目的から転化するので，体誼の支持，歩
行はすべて後肢により行なわれる。このため後肢は
強大に発達し，この後肢骨と胸椎以下の不動のがっ
しりした腰部骨格，並びに寛骨との間に広く大き
く，強力な運動筋を付若させ，これによって凡体を
支え，強力な推進運動を起こすのに都合よくする。
体軸が斜めに挙上しているのも，歴心をすべて後肢

粥デ
lＺ

-．２
̅副５̅副５

鯉

’ Ｉ４
1３1３３

≦霧麦 １１
夕

Z 6
’

鰯１１

蕊1０

識譲配配９ 擬
咋
弥
認

Ｉ お

鶴蟻鈎腿熟鐸翰 妬妬
鑓鈴

’ 妬

3Ｚ

4１ --鉛

4０
285図

釣

2 8 5 図 鶏 の 骨 格

1．頭蓋２．環椎３．鋪十四頚椎４．第一胸椎５．鋪二～五胸椎６，第六胸椎７．尾椎８．尾蝋骨９．癒合賦骨
１０．騎口骨１１．屑甲骨１２．上腕骨１３．槐骨１４．尺骨１５．尺側手根骨１６．中手骨１７．第二指１８．第四指
19.20．館三指２１．鮒一肋骨２２．鈍七肋骨寄椎部２３．鈎状突起２４．館五肋骨胸骨部２５.胸骨後外側突起の外側枝
26．同，内側枝２７．胸骨稜２８．腿骨２９．坐骨３０．坐骨孔３１．恥坐骨孔３２．恥骨３３．大麗骨３４．膝蓬骨
35．腓骨３６．脛骨３７．中足骨３８．第一趾の中足骨３９～42．第一～四趾

イ

1）開放性骨鰹は島頚にだけ狸められる特有の形質である．しかし，同じ烏頚でも地上を疾走する平胸頚は例外で，ダチョ
ウStrUt賊ｏでは両側の恥骨が皿位正中線で会合して恥骨結合を造り，レアＲｈ“（アメリカダチ西ウ）では坐骨結合を
鹿める．
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第 4 8 図 版 鶏 の 脊 柱 ( I )
48．鶏の脊柱(１) ４

’離して，前関節突起（５）となっている。椎癌は特有
の鞍関節を造る。
３．その他一般の頚椎（288図）
疎突起の発達が悪く，横突起，椎体，関節突起の

発達がよい。椎体胆面に１対の血管突起〃""α加一
ｶﾉlj2sesが発達する。
家畜との比較頚肋（頚椎横突起の肋骨の部
分）の遺残が家畜よりも顕著で鰊状となり(7)，横
突起，椎体と結合してその間に横突孔transverse
for.(7')を造ることは家畜の場合と同槻である．横
突起は前関節突起と結合する。
頚椎の結合
家禽の頚椎でも隣接椎体間に椎間円板inteweF
tebraldiscが介在するが，家畜の掲合とちがい，両
者は軟骨結合によらず靭粥で結ばれ，板の中心は穿
孔される。また．椎癌は上記のように特有の鞍関節
saddiejointを造って鞍背状となり，巡動範囲の広
い関節面を構成する。以上の勝点から，家禽の頚の
運動は家畜に比べると一層自由かつ広範に行なわれ
る。
４．胸椎(289.290図）
７個ある鋤｡上記のように鈍一,六胸椎は分離,第

二～五胸椎の鰊突起，関節突起，横突起および椎体
はことごとく癒合して非可動的となる。第七胸椎は
復合仙骨の一部として，後位椎骨と癒合する。肋側・
頭に対する胸椎の関節面である肋柵協costalfovea
は，家畜の場合と異なり単一の胸椎ごとに完伽さ
れ，同じく肋骨結節に対する関節面が検突起側面に
認められ（290図)，結局,１本の肋側'は１個の胸椎
とのゑ関節する。

脊柱の区分
頚椎鶏では数は14個i)．既述のように鳥類の頚
椎数は菰頚によって違い，１３～25個の開きがある。
胸椎全数７個でほとんど不動性。第一および第
六胸椎だけが分離し，塊二～五胸椎は癒合して鰊突
起，横突起が'間･板状に結合する（289図)。股後位の
第七胸椎は複合仙棚･の一部として腰椎と結合する。
複合仙骨Synsacrum股後位胸椎，腰椎全部．仙
椎前部および前位数個の尾椎が結合したもの。さら
にこれに箆骨が両側から加わって，堅固な腰仙骨
Os〃晩6osacmlgを椛成する(291図)。
尾椎（292図）７個あって，その中で後位の数個
が結合して１個の尾端骨pygostyleとなる(285図
8,293図)。

’

１

椎 骨 の 形 態 、

１．環椎（286図）
椎柵･中の最短小柵で輪状で椎体を欠く．
家畜との比較家奇の現椎と違い椎弓服縁前面
にただ１個の半球状に窪んだ前関節侭(1３)をそな
え，同じく後頭棚.のただ１個の後頭噸（299図28）
と関節する。環椎翼は発逸しない。家帝で後関節癌
といわれる部分は，明らかな後関節突起（６）とな
る。
２．軸椎（287図）
特有の歯突起dens(１４)をそなえ，鰊突起(4),

胆稜(11)が他の頚椎よりも顕著。
家畜との比較歯突起は環椎の歯突起鰯（13'）

の上にのるが，家畜と異なり先端がさらに延びて，
直接後頭噸とも関節する。前，後関節突起も完術さ
れ，家畜にある歯突起周囲の広い関節面の一部が分

’ 288図

288図一般頚椎（後，外側面）２８９図第一
２９０図蕊六胸椎“六肋骨脊椎部を含む,111而）

286図環椎(川而）２８７図軸推(棚,外側面）
～六胸椎（弟一および鯏六肋併存桃部を含む，側而）

6．後関節突起７.頚椎横突起７'枇突孔８．枇突起９椎
１３'．尚突起闇１４．歯突起１５.弟一胸椎錬突起１６.卵二～
横突起の癒合したものl９肋骨脊椎部２０．肋刊結節との関

１．椎弓２.椎体３．椎孔４.蝋興起５．m関節突起
頭10．椎癌１１.血戦１２．外側椎孔１３.m関節癌
五胸椎就突起が癒合したもの１７．卵六胸椎蝋突起１８
節面２１．肋骨頭との関節面

Ⅱ
牙

1）頚椎13個のものもあるが．例は少ない。ハトは１２，１３，アヒルは14,15．ガチ画ウは17,18個ある．
2）胸椎は鵬でも７，アヒル・ガチ画ウで９個を数える。
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第49図版鶏の脊柱（Ⅱ）および肋骨，胸骨
49．鶏の脊柱（Ⅱ）および肋骨，胸骨

別
叉

椎骨の形態（96頁から暁く）
５．複合仙骨synsacrum(291図）
股後胸椎（第七胸椎)‘腰椎全部(1２個),仙椎全

部（２個）および前位数個の尾椎が１個の棚.として
癒合したもので，さらに左右の側縁に寛付が付蒲し
て．堅牢不動性の腰部骨格（腰仙骨Os〃耐加sα・
cra彫）を構成する(94頁説明も参照のこと)．この
際，背部正中軸は複合仙骨が占め，寛骨との境界に
は明らかな縦線状の縫合線(5)を認める。疎突起は
前位５，６個の椎骨にだけ明らかで，後方に次第に
低く，ことごとく癒合する(319図)。胆面を見る
と，横突起が分離し(3)，その間に椎間孔が承られ
るから，各椎骨の境がわかる。
６．尾椎
前位の数個は個灸に分離して可動的であり（285

図７)，後位の数個は一骨に癒合した菱形の尾端骨
pygostyle(285図８)となって尾羽の基台を造る。
尾端骨には一対の関節突起，横突起，血符突起があ
り，椎孔は狭く，盲端に終わる（293図)。

結節の２隆起を鰯めるが（296図15,16)，ともに同
一胸椎（前者は椎体，後者は横突起）と関節するこ
とが違う．最後位のものは腸骨内面と関節する。肋
骨は後位のものほど長く，かつ側方に拡張する。

驚三艫{灘欝鰹蕊鰯鯛錨：

｜溌蕊灘第三肋骨
第四肋骨
第五肋骨
第六肋骨

｜蕊瀞繕震嬢麗第七肋骨
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胸 骨 2 ’
家畜のように分節的構造を持たず，まとまって完

全に骨化した舟底形の扁平な骨となる（294,295
図)｡前縁の左右に烏口骨に対する関節溝articuIar
groove(23)があり，その外上縁の肋骨突起3’
costalproc.(24)の基部から後位にかけ，肋骨に対
する関節鰯（４対）をそなえる。体は中央の後胸骨
metasternum(27)と，細く分枝状の左右の後外
側突起caudo･lateralproc・に分かれ,後者はさらに
内，外２枝となる（29.30)。後胸骨からはよく発達
した胸骨稜（竜骨突起)stemalcrest(carina,
keel)(28)が腹方に突出し，部厚な胸筋に対して広
い付着面を提供する。

295図 2４

2４ 2１2３

2２
聖 3０

”肋 骨
鶏で７対ある（鵬７対，アヒル・ガチョウ９対)。
脊椎部vertebralpartと胸骨部sternalpartから
なり（285図22,24)，両者は可動的に関節で結合す
る。胸骨部は家畜の肋軟骨部にあたるが硬骨からな
る。脊椎部近位端には家畜と同じく肋骨頭と肋骨

■

２７
2８

292図 294図
291図複合仙骨(腹面)２９２図尾椎〔個々分薩のもの，前面)２９３図尾端骨（前，側面）

２９４図胸骨（側面２９５図胸骨（背面２９６図肋骨脊椎部（内側）

1．復合仙骨前蝿の椎頭関節面２．癒合した椎体３．横突起４．椎間孔５．複合仙骨と寛骨の縫合線６．前関節突起
7．諌突起８.椎孔９.椎頭１０.血管突起１１．腸骨１２.坐骨１３.恥骨１４.恥坐骨孔１５.肋骨頭１６.肋骨結節
17．肋骨体１８．鈎状突起１９．胸骨部との関節端２０．肋骨溝２１．第五肋骨胸骨部２２第六肋骨と胸骨の関節部
23．島口骨に対する関節溝２４．肋骨突起（胸銅２５．第三肋骨との関節部２６．第四肋骨との関節部２７．後胸骨
28．胸骨稜２９．後外側突起内側枝３０．同．外侭枝

1）鈎状突起は鳥顛や爬虫類の大多数にある特布の突起で．胸郭を堅固にして運動筋（鈎突肋筋）の起始点となる．
2）胸骨は前肢を激しく運動させる種剛の動物でよく発達する．この意味から，鳥双では翼の運動筋の発達に関連して胸骨
が大きく発達し，さらに胸骨陵が奥出して．部厚い筋の付若に対し工夫がされている．しかし．ダチロウのように地上
を疾走し，特に前肢の強力な運動を必要としないものは胸骨稜がないので，分碩学上平胸頚といわれる．よく飛べる鳥
の胸骨は，鶏頚の胸骨よりももっと骨質に海永，後胸骨と後外側突起の間は骨質で埋められて↓､る（第31図版159図と
邦47図版285図を比較せよ)．

3）前外側突起antero･lateralproC.ともいう．
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第50図版鶏の頭蓋( I )頭蓋の全体
50．鶏の頭蓋(１)頭蓋骨

家 畜 の 頭 蓋 と の 比 較
《もIgし

1)職を尖端にした円錐形で，各骨が早期にfﾘ結
合するから，成体ではほとんど境界線が不明（297
と298図を比較)．骨質は薄いが丈夫で,頭蓋腔を囲
んだ骨質には気室がよく発逮して砿が厚く、そのた
め頭薙腔は見かけよりも狭い(301図)．
２）家畜には熟られない方形側・・方形頬骨，強膜
骨''等が発達し，また，下顎骨は多数の骨の合体に
よって構成される反面，頭頂間骨は発生のはじめか
ら欠く。
３）下顎'腓は家畜のように直接側頭骨と関節せ
ず，方形骨（297,298図19）を介して結ばれる。
４）関節結合する骨が多い。例えば．方形骨は側
頭骨．方形頬骨，翼状骨と関節し，翼状骨は蝶形骨
とも関節する（304図17)。
５）眼癌が著しく大きく，両側眼癌はわずか１枚
からなる筋骨の薄い垂直板perpendicularplateで隔
てられ，この板には交通孔（35）が融られる．
６）切歯骨．下頬櫛･はともに職形に発達し歯がな

い。

７）その他の相違点は，頭蓋各部の説明を参照の
こと。

後頭骨前方で，頭蓋底の大部分を占める三角形の
骨で，前，底蝶形骨（４，５）の合体したもの。前蝶
形骨はほとんど体bodyだけで，眼癌翼orbital
wingは家畜と違って痕跡的。底蝶形骨は体と側頭

翼temporalwingからなる．下垂体癌(33)が深
い。
３．頭頂骨parietalbone頭蓋上壁後位を占める
幅広い骨(9)。後頭骨との塊界線だけが明瞭。
４．側頭骨temporalbone頭蓋側壁を占め，蝶形

骨体や底後頭骨と結合。軟骨性骨の岩様乳突部
""PetrOmaSEoMGQ(12)2)と膜性骨の鱗部squa-
mouspart(１１)の２部からなり．両者は分難できな
い。鱗部で方形骨との関節窩直前から頬骨突起が出
て，前頭骨の同名の突起と結合する。側頭骨は家畜
と違って鼓室部tympanicpartがない。外耳道は短
く広い。
５．筋骨ethmoidbone頭蓋睦前壁を占める飾板

c向briformplateと眼窓中隔となる薄い垂直板(4D
からなる。締板には家畜と異なりただ１個の孔｡，
(43）がある。視神経管は交叉溝（34）に続き，太
い。
６．前頭骨frontalbone頭頂骨前方で頭蓋上面を

被う少し盛り上った広い骨（10)。鼻部，前頭鱗，眼
窩部に分かれ，前頭鱗にはよく発達した頬骨突起が
あって眼窩口の後縁を造る。
７．翼状骨pterygoidbone(297～299図２２,３０４
図１６)やや太い棒状の骨。口蓋骨，蝶形骨，方形骨
と関節結合し，後鼻孔の後縁となる。家畜のものよ
りよく発達する。
８．鋤骨vomer薄板状の小骨。鼻腔正中位にあっ
て鼻中隔の基台となる（299図７)。

９

１

ｌ

Ｉ

ｌ

１ . 頭 蓋 骨
１後頭骨occipitalbone(１.２).上．側，底後
頭骨の合体からなり，頭蓋後壁を占めて大(後頭)孔
を囲む。孔下級中央にただ１個の後頭願（299図
28）がある（鳥額,爬虫頚の特徴)。側後頭骨の部位
で大(後頭)孔に近い方から舌下神経孔(30)'迷走
神経孔(31)があり．股外位に頚動脈管および頚静
脈孔（32）の広い孔が象られる。
２．蝶形骨sphenoidbone

2７

’ ４ ３ ３ 別

301図

297図初生雛の頭蓋〔外側面.半模式図.骨の境目がよくわかる.ELLENBERGER)２９８図成鵡の
頭蓋(外側面）２９９図同（底面)３０0図鶏の膳頭蓋(外側)３０１図同（内側）

1．上後頭骨２．側後頭骨４．底蝶形骨５．前蝶形骨６．蝶形骨側頭翼７．鯛骨９．頭瓜骨1０.削頭付１１．側頭
骨鰐部12.n.岩槻乳突部13.切歯侍１４．上甑骨１５．鼻骨１７.奴付1８.方形奴骨１９．方形骨２0.涙骨
21．口蓋骨２２．翼状骨２３．歯骨２４．上角骨２５．角骨２６関節骨２７大孔２８.後頭願３０．舌下神経孔
31．迷走神経孔３２．頚動脈管および頚筋脈孔３３．下垂体癌３４．交叉溝（視神縫笹に続く）３５垂直板の交通孔
36．卵円孔３７外耳通３８．側頭動脈孔３９．頭頂骨（断面）４０．眼瀦４１．眼漉繊４２．垂直仮（筋骨）４３．筋
坂の孔４４．滞車神経孔４６．鼻孔４７耳管入口４８．方形骨との関節部『

強膜骨は眼簡内に独立する輪状骨で図には示していない。
earcapsule(Osoz"4")とい､う．琉乳動物側頭骨の岩樺部・鼓室部に相当する。
飾孔Fbr・crj6r“刈加（旧名）または喚神経孔伽r・(""i)cIjaczorii(藤岡ら）とよび，嗅神経の通路となる．

Ｄ
”
鋤 ’
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第51図版鶏の頭蓋（Ⅱ）分離した一部
51．鶏の頭蓋（Ⅱ）顔面骨

’ ３０

として岐室内に転位したと考えられる（92図34)．
１８．下顎骨mandible顔面骨中最大のもの。次の
諸骨が複雑に組象合わさったもので．爬虫頚と同様
の構成である帥。
1)歯骨dentalbone(305～307図）下顎の前位
を占めて鮫もよく発達し、家畜の下甑骨全体に相当
する部位と考えられる。対側のものと結合して騎状
で歯を欠き，近位端は内，外側枝の２枝に分かれ
(20.２1),その間に上角骨を抱く。外側枝はさらに
背腹２枝に分かれる（22,23)。
２）上角骨supra-anguiarbone(306,308図24)
前半は背腹２枝に分かれ（25,26)，背枝は歯骨の
内，外側に挟まれ，胆枝は短く歯骨外側枝の背，腹
枝とともに泉門(305図中央楕円形の間隙）を造る。
後方は関節骨に接す。
３）角骨angularbone(306,308図28)薄い棒
状骨で，上角骨の下位を占め，板状骨と歯骨外側枝
の胆枝に挟まれている。
４）関節骨artiCUlarbone(305,306,308図29)
最後位を占めて方形骨と関節する。後端には内側お
よび外側下顎突起（30,31）が発達する．
５）板状骨splenial(opercUlar)bone(306.

308図32)下顎内側を占める薄板状の骨で，下顎の
内脱縁を画す。
６）隅骨complementarybone孵卵中に一時的に
現われる退化的のもので，早期に関節骨と癒合して
所在不明となる。
１９．舌骨hyoidbone(309図）頭蓋底側壁から下
顎枝の間にわたって象られる叉状の骨で，舌骨体
bodyと角horn(37)2】を区別する。体はさらに前部
の中舌撒entoglossalbone(34)(舌の基礎を造る).
中部の底舌骨basihyoidbone(35)と，後部の細長
い柄（36）（先端が第一気管軟骨に達す）を区別す
る。角は底舌骨の両側から叉状に突き出て２節から
なり，各節間に軟骨（38）がある。

１１.顔面骨
９．鼻骨nasalbone(303図）扇平で弾力性のあ
るﾉ､サミ状の骨。外，内側（６，７）の両枝に分か
れ，鼻孔縁（８）の基礎を造る．
１０．涙骨lacrimalbone(298図20)眼簡前壁を

造る板状の小骨。前頭骨，鼻骨と結ぶ。
１１.強膜骨scIeralossicles眼窩内に独立して存

在する。眼球強膜が輪状に骨化してできた膜性骨
で，鳥類，爬虫頚特有のもの。
１２．上顎骨maxilla(304図18)家畜の上顎骨よ
りも発達の悪い板状の小骨で，切歯骨の口蓋突起と
ともに口蓋の基礎となる。
１３．鼻甲介conchanagaliR鼻腔側壁にある。一

部軟骨様の薄い骨で，巻紙状となって鼻道に向かっ
て隆起する。左右鼻腔でそれぞれ前部に１個，後部
に２個ある。腹鼻甲介は後部の腹位のものが相当す
る（下巻，家禽の鼻腔の項参照)。
１４．切歯骨（前上顎骨)incisivebone(pre-

maxillarybone)(302図）上窃の基礎を造る街状の
骨。３突起に分かれ，鼻突起（2）は寓の背縁,上顎
突起（3）は腹縁の基礎となり，口蓋突起（のは口
蓋の基礎を造る。
１５．口蓋骨palatinebone(298図21,304図15)

上顎骨後位，翼状骨前位を占めて口蓋の基礎を造る。
前部は棒状，後部は背方に湾曲する板状の骨で，後
鼻孔の境界を造る（299図21)。
１６．頬骨jugalbone(304図９)および方形頬

骨quadratojugalbone(10)ともに棒状の骨で，頬
骨弓を造って眼窩口下縁を構成．前方で上顎骨，後
方で方形骨と結合する。家畜の頬骨zygomatic
boneでは方形頬骨の部分が退化消失している。
１７.方形骨quadratebone(304図12)不規則四

角形の骨。側頭偶･前外側に位憧し，側頭柵，方形頬
骨，翼状竹，下甑'W｡と関節する(298図19)．この御
の介在により広角度に職を開くことができる．哺乳
類でこの骨は耳小骨の一つであるキヌタ骨incuｓ

，

３１

鞄1７

3７

’
釦 型

3０

309図

図切歯骨(外側）３０３図鼻骨(外側）３０４図上顎骨，口蓋骨，頬骨，方形頬
方形骨，翼状付（外側）３０５図下顎骨（左半外側）３０６図下顎骨（右半内側）
図歯脅（他の下顎骨を分離したもの．外側）３０８図歯骨を分離した残りの下顎付（外側）
図舌骨（背側‘斎藤）

302
骨，
307
３０９

鼻孔後
15.口
同，外
関節骨
舌骨柄

ｌ切歯骨体２.同.鼻突起３.同‘上甑突起４．m，口蓋突起５.鼻什体６.鼻骨外側枝７．河,内側枝８
嫁９．奴骨１０．方形奴付１１．頗骨弓12,方形何･1３.m,側頭骨との関節面１４．同，下甑骨との関節面
蓋骨１６．翼状骨１７．同，蝶形骨との関節面１８．上甑何．１９．歯fi・２０.同‘内側枝２１．同，外側枝２２
側枝の背枝２３．同，外側枝の胆枝２４．上角骨２５同，背枝２６．同，腹枝２７．烏口突起２８．角骨２９
３０.n,内側下甑突起３1同．外側下甑突起３２．坂状骨３３．歯什の切断而３4中舌骨３５．底舌骨３６
３７舌骨角３８．軟骨

＝

1）家畜（哺乳頚）では方形骨はキヌタ骨，関節骨はツチ骨‘隅骨はツチ骨の一部の前突起としてそれぞれ鼓室内に耳小冊・
aUditoWoSSiclesとなって転出し，角骨も側頭骨鼓室部として転化し、板状骨，上角骨は退化したといわれる．(30頁お
よび下巻平衡聴覚器の項も参照）

2）枝ｒａｍｕｓまたは突起proc“Ｓともいう．
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第5 2図版鶏の前肢骨
52．鶏の前肢骨

1２
I . 前 肢 帯

肩甲骨，鎖骨，烏ロ骨からなり，広い胸骨ととも
に強大な胸筋（災の運動筋）に対して広い付着面を
提供する。
1．肩甲骨scapula(311図）細長く薄い板状の扁

平骨で,肩甲疎を熟ない(64頁)。脊柱に平行に肋骨
に接して走る（285図１１)．肩甲頚ｎｅｃｋｏ【
scapula特に明らかではない．（肩甲）関節嵩
glenoidcavityは外位の上腕骨突起Proc・
加刀zemlis(14)(上腕骨と関節する）と内位の鎮
骨突起clavicularproc.(15)(鎖骨および烏口骨と
関節）に分かれ，その間に烏ロ突起Ｐｍｃ・
comcoid@"(1６)がある．
２．鎖骨claViCle(312図）両側鎖骨が胆端で癒合
したＶ字形の癒合鎖骨furculaで，翼の支柱とな
るが，鶏のように飛行能力の低いものでは骨柱が細
くＶの角度が狭い（159図アヒルと比較せよ)．癒合
部先端の縦に扁平な板状部を間銃骨interclavicleと
いうこともある．この部分で胸骨先端と胸鎖靭帯
stcrnoclavicularlig.で結ばれる。背端は烏口骨背端
と線維献併で結合する。
３．鳥口骨coracoidbone(313図）前肢補中での
強大な棒状側･で，翼の支柱となる。それゆえ，よく
飛べる船で太く発迷する。背端にある鎖骨粗面
furculartuberosity(１９),肩甲骨粗面7,1ｲ６．
s" " I " ･ i sおよび上腕骨粗面γ"6 .伽mgmI i s
(20）はそれぞれ鎖側｡,肩甲骨,上腕骨に対する関節
面。腹端の関節稜articularprotuberance(21)は胸
骨との関節面。
以上３骨の結合部は間隙を造って三骨間孔

triosseouscanalとなり，ここを深胸筋の腱が通る。

関節は不動である。
a)榛骨radius(316図）尺骨の内側にある細長
い，円筒状で真直な骨。榛骨頭ｈｅａｄｏｆｒａｄｉｕｓ
(31)近位端肥厚部で上腕骨遠位端および尺骨近位
鎧と関節。茎状突起styloid:proc.(condyle)(32)
遠位蟻肥厚部で尺骨遠位端．携側手根骨と関節。
b)尺骨ulna(317図）僥骨よりずっと太く，外

側に位歴し，やや湾曲する。副翼羽をつける．
近位靖proximalend肥厚し,２繕節に分かれ，

それぞれ上腕骨，携骨と関節する。肘頭oIecranon
(35）は痩跡的。尺骨体Shaftofulna(36)やや平
たく遠位端に次第に細く少し曲がる。遠位端
jistalend肥厚して滑車を造り，椀骨，槐側および
尺側手根骨と関節。
３．手根骨carpalbones(310図）
数がはなはだ少なく、わずかに襖側手根骨

radia lcarpa lbone(８)と尺側手根骨ulnar
carpalbone(7)があるだけ｡遠位列の数個の手根骨
は発生の途中での熟独立し，後に中手棚･の近位端と
癒合消失する。
４．中手骨metacarpalbones(310,318図）
上記のように実際は手根中手骨carpometa-

carpalboneである。第三中手骨metacarpal
bonelll(10)(外側の太いもの）と，第四中手骨
metacarpalbonelV(９)(内側の細いもの）の２個
が残り，半弓状に癒合する。節三中手骨近位端の結
節は第二中手骨の痕跡(40)である。
５．指骨phalangesofdigits(310図）指列として

第二，三，四指だけ残り，第二，四指はただ１個の
指骨だけで(１１,１３)'ことに第四指のものが股小で
ある（13)。第三指は２個の指骨からなり（12〕，特
に近位の指骨が大きい。指骨は中手骨とともに主翼
羽を付薪する｡

Ｉ

’

’ ３２
図 316図312

２２２３ 3５
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315図３０４０３１８図

図前肢骨格(左側）
図烏口骨（内側）
図僥骨（外側）

鎖骨（伽面）
上腕骨(外側）
中手付(外側）

311図
3ﾙＩ図
317図

肩甲骨（外側）
上腕骨（内側）
尺骨（外側）

312図
315図
318図

０

３

６

１

１

１

３

３

３

１１ .自由前肢骨
１．上腕骨humerus(314,315図）よく発達した

長骨で，第三翼羽の大部分を付着させる。
上腕骨頭headofhUmerus(22)半卵円状隆起，
肩甲骨‘烏ロ骨に関節。大結節および小結節
greaterandlessertuberosity(23.24)近位靖外お
よび内側にある。気孔pneumaticfor.(25)気嚢の
連続が骨質へ入り込む入口。上腕骨稜humeral
crest(26)頭の外側にある．上腕骨体bodyof
humerus(27)軸が軽く外側に捻れる｡上腕骨滑車
trochleaofhumerus(2のここにそれぞれ槐骨およ
び尺骨に対する関節面がある。
２．前腕骨bonesofforearm槐骨と尺骨からな
り，両者の間には広い前腕骨間隙がある。両骨間の

家 禽 と 家 畜 の 前 肢 骨 の 比 較
１．家禽では前肢帯の構成が複雑で．肩甲骨のほ

かに家畜にはない癒合鎖骨．烏口骨がある。
２家禽の肩甲骨の構造は簡単で，棒状の狭い胴

平骨で，肩甲疎がない。
３．家禽は手根骨の数が少なく，わずかに椀側お
よび尺側手根骨だけで，遠位のものは中手骨近位端
と癒合する。
４．それゆえ，家禽の中手骨は実は手根中手骨
で,第三，第四中手骨が半弓状に癒合する。
５．家禽の指列は第二，三，四指が残り，しかも

著しく指骨の数が少ない。

1．肩甲骨２．鋭骨３．烏ロ骨４．上碗骨５．僥骨６．尺骨７．尺側手根骨８．槐側手根骨９．鏥四中手骨１０．
鉱三中手骨１１．第二指１２．第三指１３．第四指１４．上腕骨突起１５.鎖付突起１６.烏口突起１７．肩甲骨遠位端
18．烏口骨どの結合部１９．銀骨粗面２０．肩甲骨粗面及び上腕骨粗面２１．関節蕊２２.上腕骨頭２３.大結節２４.小
結節２５．気孔２６．上腕骨稜２７．上腕骨体２８．上腕骨瀞車２９．梯骨との関節面３０尺骨との関節面３１．挽
骨頭３２．茎状突起（梗骨）３３．上麓骨との関節面（尺骨）３４．挽骨との関節面（尺骨〕３５．肘頭３６尺骨体
37滑車（尺桶う３８．尺側手扱骨との関節面３９．棟側手根骨との関節面４０．第二中手骨の痩跡
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第53図版鶏の後肢骨(左側.323図だけが右側）
53．鶏の後肢骨

１．後肢帯
腸１１．，恥棚．，坐骨が結合した寛骨hipboneで，

左右の寛付は中央に複合仙骨を挟象，ここに強固な
腰部骨格を造る(291,319図)。
１．腸骨ilium後肢帯最大の板状骨。前録は腸

骨稜Crkta泓麺ea(１)として肋骨を越えて前方に
突隆。背腸腰窩F,o""iIib血加6α雄dorraliS(2)は
広く窪んで殿筋に付着面を与え．後方は隆起して尾
椎に達す。
２．恥骨pubis坐骨外縁に沿って前後に走る細長
い棒状骨。坐骨との間に恥坐骨切痕puboischiadic
notch(３)がある。腸骨，恥骨，坐骨の会合点が寛
骨臼acetabulum(５)で，恥坐骨孔の上位にあり，
大麗骨との関節部で,寛骨臼寓acetabll!arfoggaは
家畜と遠い孔によって貫通される(6)。
３．坐骨ischium腸骨の後胆面に続く板状骨で，
両骨の境界に坐骨孔ischiaticfor.(４)を造る。家
畜の閉鎖孔は，坐骨孔と恥坐骨切痕が合体したもの
である。

１１.自由後肢骨
１．大腿骨femur(320図）円筒状の董大な長骨

で前下方に向かう。大屋骨頭headoffemur(７)
近位端内側に半球状に隆起し寛骨臼と関節。大腿
骨頭寓foveaofheadoffcmur(8)は寛骨臼と結
ぶ籾＃|f簡。大腿骨頚neCkoffemur狭く体に統
く。
大転子greatertrochanter(９)頭の外側にあっ

て，よく発達した殿筋の付着部．転子窩trochan・
tericfngg2大転子内側の浅い謡．大腿骨体shaft
offemur(10)やや背方に湾曲する。大腿骨稜
CFfStaOSSiSJEmoriS頭および大転子から下走する
稜線（それぞれ家畜の内，外側唇に相当)。内側穎
および外側頚medialandiateralcondyle(12,13)
遠位端の肥厚部，それぞれ脛骨または腓骨に関節。
大腿骨滑車femoraltrochlea(15)頚の前面にあ
り，膝蓋骨と関節。
２．下腿骨shankbone(321図）脛骨と腓骨から
なり，大腿骨とほぼ直角に近い角度で関節する
(285図)。
a)脛骨tibia遠位端に足根骨近位列のものが癒
合するから，実際は怪足根骨tibiotarsusboneで，
全骨格中股長の骨。経骨頭headoftib7a(16)平坦
な広い関節面で内側顎medialcondyle(17)と外
側穎lateralcondyle(18)がある。隆骨前縁前外側
で高い隆起線をつくって下走する。経骨体shaft
oftibia(19)細長く真直である。内果及び外果
medialandiateralmalleolus(20,21)体の遠位端の
滑車状の肥厚部で，中足骨と関節する。両果の背位
には長趾伸筋腱の通過する骨管がある。
b)腓骨ｆibula(321図F)発達悪く退化的。腿

骨の後外側にあり，大腿骨外側願と関節。また，腿

棚’頭外縁とほとんど癒合に近い状態で関節する。近
位は肥厚して腓骨頭headoffibula(22)といい，
遠位端に決鮒に尖鋭となり，腿骨体半ばで終わる。
３．膝萱骨pateila(285図34)不規則三稜形の小

骨で，大腿側．および脛骨端と関節。
４．足根骨tarsalbones胚予の時代にだけあり．

後に，近位列は脛骨遠位端と遠位列は中足骨近位端
と癒合し消失する。それゆえ，家禽の足根下腿関節
は実際は足根間関節intertarsaljointである。
５．中足骨metatarsalbones(322～325図）実際
は足根中足骨tarsometatarsusで第二，三．四中
足骨が癒合して１本になり，遠位端は３本に分かれ
る。近位端''は平坦な広い関節面で，中央を縦走す
る稜で内，外側に分けられ，それぞれ経骨遠位矯の
内側果，外側果と関節。下足根骨hypotarsus(27)
近位端後方の突起で退化した中足骨のひとつである。
下足根骨瀧hypotarsalgroove(28)下足根骨後面
の多数の趾屈筋のための腱溝。下足根骨管
hypotarsalcanal(29)下足根骨を上下に貫通する管
で深趾貫通屈筋の腱が通過する。中足骨体（30)背
面に癒合の跡を示す浅い溝がある。遠位端は内側，
中央，外側の３個の関節滑車に分かれ‘中央のもの
が最も長い（33)。内側からそれぞれ鋪二，三，四趾
と関節する。このほかに，遠位端に近い後面で１個
の小骨（35）（鋪一中足骨の退化したもの）が線維軟
棚･で結ぼれ，これに鋪一趾が関節する。この小骨の
直上に成熟雄ではよく発達した距突起（36）があっ
て，距（ケヅメ）の基礎となる．
６．趾骨phalangesoftoes
第一～四趾をそなえ2'’第一趾だけ後方に向かい，
他の３趾は放射状に前方に開く。館一趾は２個の趾
骨，第二趾は３個，第三趾は４個，第四趾は５個の
趾骨を持つが，全長では第三趾が股も長い。各趾骨
は円筒状で両端が肥厚し，近位端は関節窩，遠位端
は滑車を造る．股前端の趾骨はすべて鈎爪形とな
り，同じ形の鈎爪で包室れる。

家 禽 と 家 畜 の 後 肢 骨 の 比 較
１．家禽の後肢滞は複合仙骨とともに堅固な腰部

骨格を構成し，両側の恥骨，坐骨は腹位正中線で会
合する骨盤結合を造らず，開いたままで開放性骨盤
となる。
２．家禽の大腿骨は体幹側壁の皮膚で共通に包蓑
れて，生体では外部からその位腿が認めにくい。
３．家禽の胚骨は発生学的に脛足根骨である。
４．同じく中足竹も実際は足根中足骨である。
５．家禽では足根刊･がないが脛骨と中足骨の間の
関節は実際は足根間関節で，見かけ上，足根骨のな
いことは，爬虫瓶とまったく同じである．
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３1９図寛骨(背,外側。中央に複合仙骨Ｄを挟む)３２0図大腿骨(内偶)３２１図下麗骨(後
内側）３２２図雌鶏の中足骨（後外側）３２３図雄鶏の中足骨(底側即ち後面,やや下から見たた
めに骨体が短く見える）３２４図中足骨近位端３２５図左側後肢を端骨格(見易くするため第一趾
を少しi妨に向けかえ,各列の趾骨も離してある）

Ａ･腸骨Ｂ，恥骨Ｃ・坐骨Ｄ・複合仙骨Ｔ脛骨万．腓骨１．麗骨稜２．背鴎腰窪３．恥坐骨切度４．坐
骨孔５．寛骨臼６寛骨臼窓の貫通孔７大腿骨頭８．大毘骨頭癌９．大転子1０.大腿骨体１１．大毘骨稜１２．
外側願１３．内側願１４．顧問嵩１５．大腿骨滑車１６．脛骨頭１７．畦骨内侭顧１８．腔骨外側願．１９．脛骨体
20．内果２１外果２２．腓骨頭２３．腓骨体２４．中足骨近位端関節瞳２７．下足根伺・２８下足根行溝２９．下足根
骨管３０．中足什体３1．腿澗３２．鋪二趾と,３３．第三趾と３４.鮒四趾との関節面３５.退化した第一中足併３６
距突起３７．趾骨１～Ⅱ鯏一～四趾

中足骨近位蟷後面に接して半月状の小骨があり，種子骨と考えられてL,ろ．
鶏の品種でSiIkiesやＤＣ『kingでは五趾をそなえる。この柵合，館五趾は前者では鋪一趾の上位，後審でば邦四趾の上
位に位歴する．

Ｄ
⑳


